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先日、本校にシルクドゥソレイユの川端勇輝さんが来校されました。川端さんは、九品仏小学校、八幡中学校卒業でさぎ

そう学舎の卒業です。（阪田校長の教え子でもあります。）  

  世界で活躍する川端さんから、八幡小の子どもたちに向け、「夢をあきらめないこと」の大切さについてお話をしていた

だきました。 夢を追いかけ続ける上で、怪我や挫折もあったそうです。それでもあきらめずにチャレンジし続け、夢が叶い、

大きな舞台で観客の前で喝采を浴びたときの喜びは、何ものにも代えがたいものだったそうです。いくつかのパフォーマン

スも見せていただきました。川端さんの思いはきっと子どもたちの心に届いたと思います。  

近年、数値化できる学力だけではなく、点数で測れない非認知能力の重要性が注目されています。八幡小学校では非

認知能力を育むために「大切にする３つのこと」をすすめています。  

  ①やさしい心、思いやりの心をもつ  

  ②挨拶をし、約束やルール・マナーを守る  

  ③よく考え一生懸命にがんばる  

  川端さんのお話は、『目標に向かって努力を続ける強い意志』『周囲の人と協働して目標を達成する力』『困難な状況

でも冷静に判断し、問題を解決する力』につながっており、「大切にする３つのこと」の③にあてはまります。  

川端さんは、お話の中で、「夢をかなえるためには、学校で行っている学習や生活など、普段行うことに対しても一生懸

命に取り組むことが大切。」ともおっしゃっていました。 身近なことから頑張って取り組んでみることで、新たな何かが見え

てくるかもしれません。夢をあきらめないで思い続ける力をもってほしいと願っています。  

 

八幡小学校では・・・  

◎子供と教師がともに探究する授業の取り組みを行っています。  

◎地域の企業と連携した「起業家教育」「キャリア教育」「SDGｓの取り組み」 

  

子どもたちが将来の自分を想像し、課題や目標を設定できるように支援します。  

川端さんのように、困難にぶつかっても、あきらめずに取り組むことで、夢が近づきます。学力とともに同時に非認知能力

も高め、「なりたい自分」に向かって夢に近づける八幡小の子どもを育んでいきます。子どもの興味関心や、様々な経験を

大切に夢に向かって頑張る姿を学校、地域、家庭の皆で温かく見守っていきましょう。  

◆月の目標◆ 生活「学校のきまりを守ろう」 

◆人格の完成を目指して◆ 

「公共心」…今月の目標は、「学校のきまりを守ろう」です。登下校時に校帽をかぶる、時刻通りに学習が始められるように

少し先を見通して行動する、前日に持ち物の準備をして忘れ物をしない（減らす）、廊下は走らず歩いて移動する、タブレッ

トの使用ルールを守るなどの様々な学校生活のきまりを確認して指導していきます。「人格の完成を目指して」のテーマは

「公共心」です。「公共心」とは「公共の場（社会）での、人としての望ましい行動や、他の人に迷惑をかけない、嫌な印象

を与えないための言動を考える意識」です。学校は小さな社会（集団生活の場）なので、「公共心」も「きまり」も「マナー」

も必要です。ご家庭でも機会をとらえて「家庭生活と集団生活（学校生活）の共通点や相違点」を話題にしていただけた

らと思います。               ※１０月２日（月）より、紺色の校帽の着用となります。登下校時には必ず着用しましょう。 

HP：http://school.setagaya.ed.jp/yata 

E-mail：dai036@setagaya.ed.jp 

 

携帯サイトは 

ＱＲコードから 

  

mailto:dai036@setagaya.ed.jp


 

 

 
 

日 曜 朝 内容 1年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
1 火 都民の日

2 水 B ４時間授業 4 4 4 4 4 4
3 木 読書 5 5 6 6 6 6
4 金

運動会

動画
プラネタリウム移動教室（４年） 5 5 6 6 6 6

5 土
6 日
7 月 全校 委員会活動⑥　避難訓練 5 5 5 5 6 6
8 火 安全指導 5 6 6 6 6 6
9 水 B ４時間授業 4 4 4 4 4 4

10 木 読書 5 5 6 6 6 6
11 金 読書 秋の歯科健診（全学年） 5 5 6 6 6 6
12 土 B

土曜授業日　学校公開期間始

道徳授業地区公開講座 3 3 3 3 3 3
13 日
14 月 スポーツの日

15 火 体育
セーフティ教室（２h４年、３h１年、５h保護者）

読書旬間始（〜10／27） 5 6 6 6 6 6
16 水 B 学校公開期間　終 5 5 5 5 5 5
17 木 B 就学時健康診断 4 4 4 4 4 4
18 金 音楽 学芸会準備（６年） 5 5 6 6 6 6
19 土
20 日
21 月 全校

５時間授業

体育館使用禁止～11／９（学芸会練習のため） 5 5 5 5 5 5
22 火 八幡っ子 5 6 6 6 6 6
23 水 B 5 5 5 5 5 5
24 木 児童 部活動体験（５年） 5 5 6 6 6 6
25 金 読書 5 5 6 6 6 6
26 土
27 日
28 月 全校 委員会活動⑦ 5 5 5 5 6 6
29 火 読書 5 6 6 6 6 6
30 水 B 5 5 5 5 5 5
31 木 読書 5 5 6 6 6 6

行事予定 授業時数

1 金 読書 5 5 6 6 6 6

2 土

3 日 文化の日

4 月 振替休日

5 火 読書 5 6 6 6 6 6

6 水 B ４時間授業 4 4 4 4 4 4

【１１月１週目の予定】 



 

 

  図工や生活科で使

う材料のご協力、あり

がとうございました。生

活科の「あさがおリース」は、乾燥さ

せるまで少し時間がかかりますの

で、出来上がりを楽しみにしていて

ください。使い終わった材料から、持

ち帰ります。 

〇算数「かたちあそび」 

「かたちあそび」という学習で、い

ろいろな形の箱を集めます。詳しい

内容は、ロイロノートの連絡で送り

ますので、お子さんと一緒に確認し

て 10月 10日（木）までに、集まっ

たものを持たせてください。算数の

学習の後は、図工の「うきうきボック

ス」で使う予定です。 

〇生活科「あきとともだち」 

秋探しの学習をするために、生活

科校外学習を 10 月中旬ごろ予定

しています。行き先は、玉川台公園

です。持ち物は、水筒とチャック付き

のビニール袋です。どんぐり拾いを

する予定です。後日詳しい日程は

連絡帳でお知らせします。 

  生活科で使う廃材等

のご協力、ありがとうご

ざいました。子どもたち

は、集めた材料から様々な遊びを考

え、楽しんで活動しています。どんな

ことができたか、ご家庭でも話題に

していただければと思います。余っ

た廃材を持ち帰ることがあるかと思

いますが、ご了承ください。 

○学芸会に向けて 

 学芸会で歌う歌の練習が始まり、

楽しそうに口ずさんでいる様子が見

られます。今後、衣装・小道具など

の準備のご協力をお願いすること

があると思います。詳細については

後日お知らせするので、よろしくお

願いします。 

○宿題について 

 子どもたちは、毎日の宿題をがん

ばっています。努力を続けている成

果が、漢字テストの結果などにも表

れています。算数のプリントが宿題

に出た際には、引き続き丸付けのご

協力をお願いします。 

○2学期の様子 

学習では、１学期に

比べ各専科の授業準

備や教室移動なども素早くできるよ

うになり感心します。算数の各習熟

度別クラスでも課題に真摯に取り

組む様子があり、成長を感じます。 

季節の変わり目で体調を崩しや

すい時期でもあります。ご家庭でも

体調管理のご協力をよろしくお願い

します。 

○社会科見学 

見学先との都合により、年度始め

の行事予定で 10月になっていた

社会科見学を１１月１２日(火)に変

更します。 

これから、子供たちは、学芸会の

打ち合わせや練習と並行して社会

科見学に向けた学習を進めていき

ます。気力体力共にハードな日も増

えてくると思いますが、「実りの秋」

となるよう息抜きもしつつ協力して

進めていきたいと思います。日々の

学習用具や持ち物なども引き続き

見守りをよろしくお願いします。 

〇プラネタリウム教室 

１０月４日（金）に教

育会館にてプラネタリ

ウム鑑賞教室があります。詳しくは、

９／２４配信のすぐーるをご覧にな

り、持ち物の準備をお願いします。 

〇理科「月と星の位置の変化」 

 月の観察のご協力ありがとうござ

います。１０月も月や星の観察を行

い、星座の位置や月の形の変化を

学習します。夜間なので、付き添っ

ての観察をお願いします。 

〇日々の学習について 

授業で対話することを大切にして

います。学んだことは言葉にして発

信し、説明することで理解が深まり

ます。ぜひご家庭でも、授業のこと

や学習内容のこと、学校のことを話

題にしてみてください。 

○川場移動教室の 

児童個人票について 

 川場移動教室の児

童個人票は、シュレッダー処理をさ

せていただきました。ご協力ありが

とうございました。 

〇稲刈りを行いました 

１学期に植えた小さな苗が大きく

成長し、見事な穂を実らせ、収穫す

ることができました。 

  川場移動教室では、一面黄金に

なった田んぼを見て「わあ。」と歓声

が上がりました。また、稲刈りの様

子を見ることができ、これからの作

業を楽しみにしています。今後は、

脱穀などの体験を予定しています。 

 

〇卒業アルバム 

写真撮影について 

 下記の日程で卒業

アルバムの写真撮影を行います。 

10月 2日 クラス写真 

     10日 個人写真 

     28日 委員会 

※9月にすぐーる配信済みの内容

になります。 

〇調理実習について 

第 3回１０月４日（水） 

エプロン、三角巾、台布巾、食器用 

 

〇大平農園 中間発表会について 

 4年生の頃から交流している大平

農園の歴史や自分たちの取り組み

などについて学校公開の期間（10

月 16日を予定しています）に中間

発表会を行います。ぜひ、ご参加く

ださい。 



 

道徳授業地区公開講座について                                   道徳担当  

学校公開期間中の 12日(土)に道徳授業地区公開講座を行います。今年度は 2校時（3年 1組のみ 1校時）に

道徳授業を公開します。今年度は、「善悪の判断、自立、自由と責任」「正直、誠実」をテーマに授業を行います。 

子どもたちの道徳性を養うためには、家庭と学校がそれぞれの役割を果たすことが重要です。保護者・地域の方々

に本校の教育活動を理解していただくとともに、道徳教育について共に考え、連携を深めたいと考えています。ぜひ、

授業を参観していただき、道徳性とはどのようなものなのか、考えるきっかけになればと思っています。今年度は、授業

の中で保護者の方の考えを聞く場面も設ける予定ですので、ぜひ、感じたことを子どもたちにも伝えていただければと

思います。また、今年度もロイロノートを活用し、道徳の授業を通して考えたこと、お子様と一緒にご家庭で話し合った

ことや感想などをいただきたいと考えていますので、ご協力をよろしくお願いします。 

「５年生」   

 川場移動教室に行ってきました                             

2泊3日で川場移動教室を実施しました。天候に左右され予定通りにできないところも多々ありましたが、

臨機応変に対応し多くの行程を楽しみながら行うことができました。普段の学校生活では見ることができな

い子どもたちのすてきな姿も多く見ることができました。どの子も生き生きと活動し、思い出に残る川場移動

教室になりました。 

 

 

 

学校図書館・読書旬間の取り組み                                  図書担当  

夏休みに２週間の図書館開放やお話会を行いました。暗幕を張った涼しい部屋で聞く「こわいお話」…その後の本

読みタイムでは、「一人だとこわいけど、みんなと一緒だと怖い本も読めるからいい。」という声が聞かれました。 

 八幡小学校では、年に２回、読書旬間を設定し、児童が読書に親しめるように企画を立てています。 

 ６月末の読書旬間では、アニマシオンやビブリオバトルを行いました。また、図書委員が休み時間に読み聞かせやその

本に関するクイズを行いました。毎日のように聞きに来る児童も多く、図書委員が笑顔で読み聞かせをしました。 

 次回の読書旬間は 10月 15日から 25日です。味見読書やライブラリークエスト(本を使ったクイズ作り)などを予定

しています。 

 図書委員会では、教職員の好きな児童書とその理由についてインタビューし、図書館に掲示する取り組みを始めてい

ます。また、本を借りる回数が増えることを願って、スタンプラリーも企画しています。 

 ２学期から、新しい本も増えました。読書の秋、学校図書館からも読書の楽しさを発信していきます。 

 

点火式はオリンピックの聖火

ランナーをイメージして行い

ました。レク係が企画したゲ

ームやダンスを楽しみました。 

リンゴ畑や田んぼのすぐ近くを

歩き世田谷区では味わうこと

ができない自然を大いに満喫

することができた 3日間です。 

係の仕事や部屋での過ごし方

など、自分の役割に責任をもっ

て行動することや話の聞き方な

ど、一つの行事を通し大きく成

長することができました。 


